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研究成果の概要（和文）：通常、光干渉断層計アンギオグラフィ(OCTA)において脈絡膜血流が描出できないが、
網膜色素上皮萎縮症例や強度近視眼の一部、コロイデレミアやunilateral acute idiopathic maculopathy
（UAIM）などでは描出可能であることを報告した。これらの研究から脈絡膜血流が描出できないのは、網膜色素
上皮および脈絡毛細血管板による光遮蔽効果によるものであることが示唆されたた。そこで、これらの光遮蔽効
果によるアーチファクトを減算することで、正常眼や脈絡膜肥厚例でもある程度描出を可能とする方法を考案し
た。

研究成果の概要（英文）：Usually, choroidal blood flow cannot be visualized by optical coherence 
tomography angiography (OCTA), but we reported it was possible in cases of retinal pigment 
epithelial atrophy, some cases of pathologic myopia, choroideremia and unilateral acute idiopathic 
maculopathy (UAIM), etc. These studies suggest that the inability to visualize choroidal blood flow 
is due to the light shielding effect of retinal pigment epithelium and choriocapillaris. Therefore, 
we have devised a method that enables to visualize to some extent even normal eyes and cases of 
choroidal thickening by subtracting the artifacts due to these light shielding effects.

研究分野：網膜硝子体
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
網脈絡膜血流を描出するにはフルオレセインおよびインドシアニングリーン蛍光眼底造影が必要であったが、こ
れらは造影剤を使用する侵襲的検査である。我々は非侵襲的検査であるOCTAで脈絡膜血流と描出できる可能性を
示すことができた。これは、学術的には従来の検査法と比較することでさらなる詳細は分析を可能とした。また
侵襲的検査を非侵襲的に行うことの可能性が示されたことは患者負担を減らすことを意味することから、社会的
意義も大きいと思われる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
脈絡膜血流は眼球全体の 8〜9 割を占めるとされており、様々な網膜疾患の発生母地になって
いることは間違いないが、網膜そのものに変化を生じない限り、自覚症状の変化や視力低下な
どを生じてこないため注目されてこなかった。また造影検査を用いても観察が難しい組織であ
ったため脈絡膜は完全なブラックボックスであった。近年最新の検査法として非侵襲的な光干
渉断層計アンギオグラフィ(OCTA)が開発された。ただしこれは網膜血流を描出するのに優れて
いるが、脈絡膜血流描出にはまだ課題が多い。 
 
２．研究の目的 
血流評価が可能とされる従来の造影検査に加え、非侵襲的な光干渉断層計アンギオグラフィ
(OCTA)およびレーザースペックルフローグラフィ(LSFG)を用いて正常眼および黄斑疾患の脈
絡膜血流を評価し、黄斑疾患発症メカニズムを解明すること 
 
３． 研究の方法 
正常眼と各種黄斑疾患において、LSFG および OCTA で脈絡膜血流を評価する。まず OCTA を用い
て脈絡膜血流描出が可能な症例の詳細な分析を行い、実際に新しい描出法を開発した。また解
像度は悪いが脈絡膜血流をある程度評価可能なレーザースペックルフローグラフィ(LSFG)でも
評価した。具体的には①OCTA および LSFG による脈絡膜血流評価に影響を与える因子および②
脈絡膜血流の検査における信頼性について検討した。 
 
４．研究成果 
網膜色素上皮萎縮症例や強度近視眼の一部、コロイデレミアや UAIM において脈絡膜血流が描出
されることを報告した。また強度近視眼では脈絡膜血流のみならず、更に眼球後方の球後血管
を非侵襲的に描出可能な例があることを初めて報告した。一方、正常眼での脈絡膜血流描出に
関しては、脈絡膜毛細血管板による脈絡膜間質に対するプロジェクションアーチファクトを除
去する方法を開発し、ある程度脈絡膜血流が描出できた。ただし、脈絡膜肥厚がある中心性漿
液性脈絡網膜症などでは必ずしも描出できない。これに関しては OCTA と同時撮影される
en-face OCT を用いて脈絡膜血管そのものの描出に成功した。また LSFG と OCTA における血流
描出の違いについて網膜静脈閉塞では OCTA では描出されるが、LSFG では描出できない血管が
存在していること、最初は LSFG で描出できなかったが徐々に描出できる症例が存在しているこ
とを報告し、LSFG が OCTA 以上に病勢把握に有用な可能性が示唆された。 
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